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令和 4年度名古屋市教育委員会第 43 号議案 

 

第 4 次名古屋市子ども読書活動推進計画の策定について 

 

このことについて、計画の策定にあたり、別紙計画案を提出します。 

 

１ 計画の趣旨 

「子どもの読書活動の推進に関する法律」第 9条の規定に基づき、平成 19 年 4 月に策

定した「名古屋市子ども読書活動推進計画」の第 4次計画として策定するものです。 

 

２ 教育子ども委員会での主な質疑 

質問 答弁 

学校司書の配置について、何校に 1人の割合

で配置しようとしているのか。 

当面の目標として、中学校ブロックに 1名ず

つの配置を目指していきたいと考えている。 

学校の図書数はどれくらいであるか。 令和 3 年度の学校図書館の図書標準を達成

している学校は約 4割であり、課題であると

捉えている。 

目標の立て方について、どのように考えてい

るか。 

読書が好きという主観的な指標でなく、1か

月に 1 冊以上本読んだかどうかという客観

的に把握できるものを指標にした。 

ＩＣＴ環境の整備について、どのような整備

計画か。 

令和５年度、全校にアクセスポイントを配置

できるように、予算要求をしている状況であ

る。 

本市は読書バリアフリー法の推進計画に対

してどのような考え方か。 

関係局において、策定に向けた動きがあると

承知しているので、教育委員会としてはこの

計画の検討に参画していく。 
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３ パブリックコメントの実施結果 

（１）実施期間 令和 5年 1月 10 日（火）から令和 5年 2月 10 日（金） 

 

（２）計画（案）の配布場所 市民情報センター、区役所情報コーナー、支所 など 

 

（３）提出状況 意見提出者数 19人 

意見件数   66件 

 

（４）提出方法 郵送 0 人、ＦＡＸ 4 人、 メール 9 人、持参 6 人 

 

（５）意見の内訳 

項目 意見数 

計画全体に関すること 10 件 

家庭に関すること  2 件 

地域に関すること  4 件 

学校等に関すること 27 件 

図書館に関すること 16 件 

推進体制維持・継続に関すること  2 件 

その他  5 件 

合計 66 件 

 

４ パブリックコメントを受けた計画の修正点 

意見 修正点 

「特別支援学校の学校図書館でも図書

標準に達するよう蔵書を収集します」と

記述すべきである。 

22 ページの１、１）蔵書の収集の記述を、

小学校、中学校・高等学校における取組

みに合わせ、「学校図書館の蔵書数が図

書標準に達するよう努めます」と修正し

た。 

「読書バリアフリー法に基づく、障害児

向けサービスの充実」に、「触る絵本」

を追加してほしい。 

25 ページの３、１）障害や特性に合わせ

た資料の収集に「さわる絵本」を追加し

た。 
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第１章 第 4次計画策定にあたって 

 

１ これまでの歩み 

平成 13 年 12 月に成立した「子どもの読書活動の推進に関する法律」第 9

条において、市町村は、子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画

を策定するよう努めなければならないと定められています。これに基づき、本

市では、平成 19 年 4 月に「名古屋市子ども読書活動推進計画」（以下「第 1

次計画」という）を、平成 25 年 2 月に「第 2 次名古屋市子ども読書活動推進

計画」（以下「第 2次計画」という）を、平成 28 年 3 月に「第 3次名古屋市子

ども読書活動推進計画」（以下「第 3 次計画」という）を策定しました。第 3

次計画では、「読書を通して、夢に向かって人生をきり拓くなごやっ子の育成」

をキャッチフレーズとして、子どもの読書活動の推進に取り組んできました。

第 3次計画が令和 4年度末をもって満了するため、これまでの成果と課題を整

理し、今後のさらなる子どもの読書活動の総合的・計画的推進のため、「第 4

次名古屋市子ども読書活動推進計画」（以下「第 4 次計画」という）を策定し

ます。 

この第 4次計画は、平成 31 年 4 月に策定した「名古屋市教育振興基本計画」

の個別計画として位置付けられるものです。 

 

２ 第 3 次計画の実施状況 

（１）第 3次計画の目標達成について           （単位：％） 

項目 区分 
18 年度 

※1 

23 年度 
※2 

28 年度 
※3 

4 年度 

目標 実績 

読書が好きな

子どもの割合 

小学生 81.0 82.5 79.8 

増 

73.7 

中学生 72.7 75.7 74.2 71.8 

高校生 68.8 67.7 72.9 67.6 

1 か月に 1 冊も

本を読まない

子どもの割合 

小学生 3.7 12.2 9.1 6.0 13.1 

中学生 23.3 19.4 24.5 17.0 23.6 

高校生 64.9 65.9 58.4 40.0 49.7 

 

※1 第 1 次計画（平成 19 年度～平成 23 年度）策定時の実績値 

※2 第 2 次計画（平成 24 年度～平成 28 年度）策定時の実績値 

※3 第 3 次計画（平成 29 年度～令和 4年度）策定時の実績値 
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（２）第 3次計画の主な事業実績について 

ア 家庭・地域における子ども読書活動の推進 

・読みたい本がみつかる図書リスト（「にじ色 本の宝箱 きっと見つか

る！読みたい本」）を作成し、読書に興味を持つきっかけづくりを行い

ました。 
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・児童館やトワイライトスクールにおいておはなし会や読み聞かせ活動

を行い、読書に慣れ親しむ機会の提供に努めました。 

イ 学校等における読書活動の推進 

・保育所、幼稚園等において、園内に絵本コーナーをつくり、子どもが

絵本を読みたくなる環境をつくりました。 

・小学校・中学校・高等学校において「朝の読書」活動を、特別支援学

校においては読み聞かせを実施し、読書機会の提供に努めました。 

・高等学校ビブリオバトルを実施し、子どもの読書意欲の向上に努めま

した。 

ウ 図書館における子ども読書活動の推進 

・自由研究講座・読書感想文講座を開催し、子どもが本を活用して主体

的に学べるよう支援しました。 

・外国語で書かれた絵本等の収集や「やさしい日本語」での利用案内、

外国語によるおはなし会の実施等、外国人の子どもも本に親しめるよ

う努めました。 

エ 関係機関の連携等 

・民間企業等と共同で行事・講座を実施し、子ども読書活動を推進する

ための連携を図りました。 

・鶴舞中央図書館に設置した「学校図書館連携窓口」により、学校図書

館の課題解決を行い、また、「学習支援図書セット貸出」「特別支援教

育資料貸出」を実施する等、連携を図りました。 

 

３ 子どもの読書の現状 

（１）小・中・高校生対象の読書実態調査（令和 4年 7月～10 月実施） 

令和 4 年度に名古屋市立小・中・高校生を対象に実施した読書実態調査

によると、小学生の 73.7％、中学生の 71.8％、高校生の 67.6％が、読書を

「好き」、「どちらかというと好き」と回答しています。［33 ページ参照］ 

ひと月に 1 冊も本を読まなかった人に、その理由を尋ねたところ、小・

中・高校生ともに「他のことをしている方が楽しいから」が 1位、小・中学

生は「本を読むことが好きではないから」が 2位、高校生は「本を読む時間

がないから」が 2位となりました。［34 ページ参照］ 

学校司書に望むことを尋ねたところ、小・中学生ともにおすすめの本の

紹介を望む声が多くありました。［36 ページ参照］ 

 

（２）市政アンケート（令和 4年 6月～7月実施） 

令和 4年度に市民を対象に実施した市政アンケートによると、本を読むこ

とが好きになったきっかけは、「自分の好きな本に出会ったから」と答えた

人が 56.0％と最も多く、次いで「本屋や図書館によく行ったから」が 43.6％、

「身近に本があり、すぐ読める環境だったから」が 31.2％の順でした。［37

ページ参照］ 
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また、子どもがもっと本を読むようになるためにはどうすればよいか尋ね

たところ、「幼少期における読み聞かせの機会を増やす」と答えた人が

64.0％と最も多く、次いで「幼少期から図書館や本屋に行く機会を増やす」

が 55.8％、「周りの大人が本を読む」が 52.3％の順でした。［37 ページ参照］ 

加えて、幼少期に読み聞かせを受けた経験と読書の好き嫌いの関係を見て

みると、読み聞かせを受けた経験のある人ほど、読書好きの傾向がありまし

た。［38 ページ参照］ 

 

（３）関係団体等からの意見聴取（令和 3年 10 月～12 月実施） 

第 4次計画の策定にあたり、子どもの読書に関する団体等各方面から様々

な意見をいただきました。身近な人が読書をし、読書を楽しむ姿を子どもに

見せること、親による読み聞かせの機会や親子で読書に親しむ機会の継続が

必要との意見がありました。また、子どもが興味を持てるような本の紹介や、

鶴舞中央図書館等のティーンズコーナーはもっと宣伝してもよいと思うと

いう意見もありました。［39,40 ページ参照］ 

 

（４）なごっちフレンズへのアンケート調査（令和 4年 7月実施） 

第 4次計画の策定にあたり、なごっちフレンズ（市内在住または在学の小

学 5年生～高校生までを対象とした、身近な地域や名古屋のことを考え活動

する子どもたちを応援する情報提供の制度）にアンケート調査を実施しまし

た。本を読むことが好きになるために、どんな取組みをしてほしいか尋ねた

ところ、「図書館や学校の図書室に本を増やしてほしい」、「いろいろなジャ

ンルの本を置いてほしい」、「おすすめの本を紹介してほしい」、「読み聞かせ

をしてほしい」といった意見がありました。また、本を読むようになるため

に、これからどんな取組みをしてほしいか尋ねたところ、「人気のある本は

複数置いてほしい」、「きれいな本を置いてほしい」、「電子書籍を増やしてほ

しい」、「おすすめの本を紹介してほしい」といった意見がありました。 

 

４ 子どもの読書活動を取り巻く環境の変化 

（１）国の第 4 次子供の読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「第 4

次基本計画」という）の閣議決定 

平成 30 年 4 月に閣議決定された第 4次基本計画では、令和 4年度に、小

学生の不読率（1 か月に 1 冊も本を読まない子どもの割合。以下同じ。）を

2％以下、中学生の不読率を 8％以下、高校生の不読率を 26％以下とするこ

とを目標にしています。この計画では、中学生の時期までの子どもについ

てはこれまで様々な読書活動推進に関する取組みが行われてきたこともあ

り、小学生と中学生の不読率は中長期的には改善傾向にある一方で、高校

生の不読率が依然として高い傾向にあるとされています。読書を行ってい

ない高校生は、中学生までに読書習慣が形成されていないこと、高校生に

なり読書の関心度合いが低くなっていること、スマートフォンの普及等が
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子どもの読書環境への影響を与えている可能性があることが課題として挙

げられています。これらの課題に対応するため、読書習慣形成に向けて発

達段階ごとの特徴を考慮した取組みの実施、読書への関心を高めるための

きっかけ作りの充実、読書環境の変化に関する実態把握とその分析を行う

こととしています。 

 

（２）読書バリアフリー法の施行 

障害の有無にかかわらず全ての国民が等しく読書を通じて文字・活字文

化の恵沢を享受することができる社会の実現に寄与することを目的に、令

和元年 6月に視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（通称「読

書バリアフリー法」）が施行されました。国及び地方公共団体は、視覚障害

者等の利便性の向上に資するアクセシブルな書籍（点字図書・拡大図書等）

及びアクセシブルな電子書籍（デイジー図書、音声読上げ対応の電子書籍

等）を充実させることや、円滑な利用のための支援の充実等、必要な施策

を講ずることとされました。 

 

（３）学習指導要領の改訂 

平成29年3月に幼稚園教育要領、小学校及び中学校学習指導要領が、平成

30年3月に高等学校学習指導要領が公示されました。 

小学校、中学校及び高等学校の新学習指導要領においては、言語能力の

育成を図るため、各学校において必要な言語環境を整えるとともに、国語科

を要としつつ各教科等の特質に応じて、児童及び生徒の言語活動を充実させ

ることが規定されました。また、学校図書館を計画的に利用し、その機能の

活用を図り、児童の自主的、自発的な読書活動を充実することも規定されま

した。 

幼稚園教育要領では、絵本や物語に親しみながら、豊かな表現力を身に付

け、言葉による伝え合いを楽しむことがねらいであると記されています。 
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（４）情報通信手段の普及 

近年、情報通信手段が急速に発達しており、子どもを取り巻く情報環境が

大きく変化しています。令和 3 年度青少年のインターネット利用実態調査

（内閣府）によると、青少年（満 10 歳から満 17 歳）のうち 97.7％が、低

年齢層（0歳から満 9歳）の子どものうち 74.3％がインターネットを利用し

ています。 
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「インターネットを利用する」と回答した青少年の、平日の 1 日あたりの

平均利用時間は約 4時間 24 分であり、低年齢層の子どもは、平日 1日あたり

約 1時間 50 分の利用時間がありました。 

 

 
 

 

 

利用内容は全年齢を通じて、「動画を見る」が最も割合が高い結果となり

ました。利用率、利用時間ともに年々増加しており、インターネット環境が

子どもに身近になってきていることがわかります。この環境の変化は、子ど

もの読書環境に大きな影響を与えていると考えられます。 

 

５ 今後の課題 

（１）乳児期からの子どもの発達段階に応じた取組みの継続と大人への啓発の 

実施 

学年があがるにつれて、1か月に 1冊も本を読まない子どもの割合が増え

る傾向があります。読書習慣を身に付けるために、乳児期から高校生に渡る

まで、継続的な取組みが必要です。子どもの発達段階に応じた効果的な取組
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みを行うことで、子どもの読書活動を推進する必要があります。 

また、子どもが読書に前向きに取り組むためには、周りの大人が読書を楽

しむことが重要です。そのため、保護者等の大人に対しても啓発を行う必要

があります。 

 

（２）家庭、学校図書館、図書館等における読書機会の確保 

これまで、学校での取組みとして朝読や読み聞かせを行ってきました。し

かし、新学習指導要領の導入により、授業時間数の確保を行う必要があり、

これまでと同様にそれらの時間を確保するのが困難な状況となってきてい

ます。 

この状況を鑑みると、家庭、学校図書館、図書館等社会教育施設での取組

みが重要となってきます。 

 

（３）学校司書の拡充と学校図書館のさらなる環境整備と活用 

子どもにとって一番身近で多くの本に触れることができる学校図書館は、

読書好きな子どもを育てる上で、とても重要な役割を担っています。第 6次

「学校図書館図書整備等 5か年計画」が策定され、学校図書館図書標準の達

成、計画的な図書の更新、学校図書館への新聞の複数配備、学校司書の配置

拡充等、学校図書館の一層の環境整備が求められています。学習活動の中で、

学校図書館をより有効に活用することが必要です。 

 

（４）読書バリアフリー法への対応 

視覚による表現の認識が困難な子どもに対して、障害の種類・程度に応

じた配慮を行うため、様々な障害や特性に合わせた資料を収集することが必

要です。 

また、読書バリアフリー法に基づく計画については、担当部局とともに、

策定していくことが必要です。 

 

（５）保育所・幼稚園等、学校、図書館、ボランティアの関係機関の連携 

子どもの読書活動をより一層推進していくために、関係機関がその特性を

活かしながら連携し、取組みを推進する必要があります。また、ボランティ

アの育成等、子どもの読書活動の担い手の育成も求められています。 

 

（６）読書へのアプローチの変化 

スマートフォンの普及や小・中学生に 1人 1台タブレットが配られる等、

インターネットがより身近な存在になっています。従来であれば、調べもの

をするときも、紙の本を手に取り行っていましたが、現在では、スマートフ

ォンやタブレットで検索することが、より身近な方法となっており、子ども

の読書へのアプローチも大きく変化してきています。このことから、第 4次

計画期間中に、「読書」の捉え方を見直していく必要があります。 
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第２章 第 4次計画の基本的な考え方 

 

１ 計画の理念 

読書には、余暇の時間に楽しむ読書（主に絵本や小説等）と、知識習得や

情報収集のための読書（主に図鑑や実用書等）があります。 

余暇の時間に楽しむ読書は、想像力を育み、自分とは異なる立場の人の気

持ちに触れることができ、本の世界に入ることでその世界を疑似体験すること

ができます。これらの経験は、実生活においても、相手の視点に立って物事を

考え、人の気持ちを理解することに役立ちます。 

知識習得や情報収集のための読書は、知識・教養を身につけることができ、

文脈から正しく情報を読み取り、内容を把握する能力を養うことができます。

このことは、様々な情報があふれる現代社会において、正しい情報の取捨選択

を行うために必要不可欠なものです。 

また、読書で得られた情報・知識を自分で咀嚼し、考える力を養うことも、

その必要性が高まっていると思われます。 

以上のように、子どもにとっては、円滑な人間関係を築いていくために、ま

た、生きていく上で正しく判断をするために、どちらの読書も欠かすことの

できない活動です。なお、これらの力は、紙の本だけではなく、電子メディ

アで文章を読むことでも育むことができると考えます。 

第 4次計画では、その上位計画である「名古屋市教育振興基本計画」の基本

理念を受け、引き続き「読書を通して、夢に向かって人生をきり拓くなごやっ

子の育成」をキャッチフレーズとして、第 3次計画の施策を引き続き実施して

いくとともに、各関係機関が連携し、特に、乳児期から高校生までの子どもの

発達段階に応じた継続的な取組みの実施や読書バリアフリー法への対応等を

行うことで、子どもの読書活動を推進していきます。情報通信手段が発達した

現代においては、紙の本だけでなく、インターネットの利用、電子メディアで

文章を読むこと等による読書活動も推進していきます。また、「ナゴヤ子ども

応援大綱」も踏まえ、子どもの居場所づくり等に取り組んでいきます。 

 

２ 計画の目的 

子どもが、生涯にわたる読書習慣と、読書を通じて、自ら考え、自ら判断

する力、また、相手の視点に立って物事を考える力を身に付けることを目的

に、読書活動を推進し、「夢に向かって人生をきり拓くなごやっ子」の育成を

図ります。 

 

３ 計画の目標 

1 か月に 1冊以上本を読む子どもを増やします。 

 

目的の達成に向け、上記の事項を目標とします。 

子どもが習いごと、学習塾等のため、放課後の時間にゆとりがないこと、

9



 

 

スマートフォン等の普及により、動画の視聴等が増加することで、読書をす

る時間がますます減っていくことが予測されますが、取組みを実施すること

で、1か月に 1冊以上本を読む子を増やしていきます。 

第 3 次計画で目標としていた「読書が好きな子どもを増やすこと」は、子

どもにより、「読書」の捉え方が様々になってきたことから、「読書が好き」

という主観的なものではなく、客観的に把握できるものを指標とするため、

成果指標は上記の事項 1つとします。 
 

４ 基本的な方針 

計画の目的と目標を達成するために、次のことを基本方針とし、本計画を推

進していきます。 

 
（１）読書環境の整備 

子どもの読書活動を推進していくためには、まずはその読書環境が充実し

ていることが肝要です。子どもがいつでも本を手に取ることができ、自由に

興味のある本を選べるように、紙の本だけではなく電子メディアも含めて環

境を整え、また、子どもの読書活動を支える人材の育成にも努めます。 

また、読書バリアフリー法や多文化共生社会を踏まえ、様々な状況にいる

子どもが本に触れることができるような環境の整備を図ります。 

なお、本計画期間中に、読書バリアフリー法に基づく計画が策定された場

合には、その計画にも対応した取組みを実施していきます。 

 
（２）読書機会の提供と子ども読書活動への理解の促進 

子どもが読書の楽しさに触れるため、発達段階に応じた読書機会の提供を

行うよう努めます。読書に慣れていない子どもに対しては、読書に親しむき

っかけとなるような取組みを行います。特に幼少期においては、子どもが大

半を過ごす家庭での取組みを促進させるため、周りの大人が読書を楽しむ姿

を見せる意義について啓発する等保護者へのアプローチにも努めます。 

また、子ども読書活動についての関心と理解を深めるため、普及啓発活動

に取り組みます。 

 

（３）子ども読書活動推進体制の維持・継続 

市役所内の関係課だけではなく、ボランティア、民間企業、民間団体等と

広く連携、協力し、横断的に取組みを進めていきます。また、子ども読書活

動を推進していく担い手を育成し、様々な場面での協力に努めます。 

 
５ 計画の期間 

令和 5年度から令和 10 年度までの 6年間とします。 
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６ 計画の対象 

子ども（概ね 18 歳以下）とします。 

 

この計画では以下のように定義します。 

 ※「読書」とは、「本を読むこと」をいいます。電子メディアで本を読むことも含み

ます。 

 ※「子ども読書活動」とは、子どもが行う読書と、読み聞かせやブックトーク等の子

どもが読書に親しみ読書習慣を形成していくための様々な取組みを含めた、活動全

般をいいます。 
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第３章 子ども読書活動の推進のための取組み 

 

１ 家庭における取組み 

＜施策の方向＞ 

家庭は、子どもが最初に接する場であり、生活習慣の形成に大きな影響を

及ぼします。読書習慣を形成するためには、幼少期から積極的に取り組むこ

とが重要です。そのため、子どもにとって一番身近な存在である保護者に、

子どもの読書活動の重要性を理解してもらい、積極的に読書活動に関わって

もらえるような働きかけを行います。これらの働きかけを行うことで、家庭

で読み聞かせをしたり一緒に読書をしたりする等、家庭における読書活動を

推進することで、子どもの読書習慣の形成を図ります。 

 
◆具体的取組み 

番号 事業 事業の内容 所管課等 

１ 

読みたい本

がみつかる

リスト 

〈拡充〉 

子どもが興味を持っているもの（こと）を

調査して、人気のあったテーマに関連した図

書リストを電子データで作成し、小学生及び

保護者へ配信します。親子で本を選ぶ際の参

考となるよう、また、読書が苦手な子が読書

に親しむきっかけとなるよう活用します。 

生涯学習課 

図書館 
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２ 

「親学」に

おける親子

読書のすす

め 

１）パンフレット等による情報発信〈拡充〉 

パンフレット「親学」やＰＴＡ機関紙等を

活用して、読み聞かせ等の親子で読書するこ

との大切さや楽しさについて発信し、より多

くの家庭に情報が届くよう一層取り組みま

す。 

２）ＰＴＡ研修会等での啓発 

ＰＴＡの研修会等において、読書の大切さ

や本の楽しさ等を伝える講演会を行います。

また、親学推進協力企業に対してメール等で

おすすめ図書の紹介や親子読書に関する啓

発記事を配信し、働いている保護者への啓発

を図ります。 

３）インターネット講座の配信〈拡充〉 

市民に身近な動画サイト等を利用して、読

み聞かせ等のインターネット講座や体験活

動を配信します。コンテンツの更新や追加を

行い、保護者が読み聞かせ等について手軽に

学ぶ場を提供します。 

生涯学習課 

３ 

「ファミリ

ーデーなご

や」におけ

る親子読書

活動推進 

〈拡充〉 

大勢の親子が参加する「ファミリーデーな

ごや」において、親子で親しむことができる

本の紹介、読み聞かせの良さを伝える動画の

配信、自由に本を読むことができるブースの

設置等を企画して、親子で読書する大切さや

楽しさについて発信します。 

生涯学習課

図書館 
（関係各課） 

４ 

「なごやっ

子 読 書 月

間」におけ

る普及、啓

発活動の実

施 

〈拡充〉 

「子ども読書の日」（4 月 23 日）に加え、

引き続き10月 23日を「なごやっ子読書の日」

と定め、10 月を「なごやっ子読書月間」とし

て、各図書館、学校、地域等で、読書の重要

性や意義について、啓発活動の充実に取り組

みます。 

様々な機関・団体と連携しながら、啓発イ

ベントが、より魅力的なイベントとなるよう

取り組みます。 

生涯学習課 

図書館 

指導室 

５ 

家読（うち

どく）の普

及、啓発活

動の実施 

〈新規〉 

家庭において子どもを中心に家族で同じ

本を読むことで、本を媒介として相互理解を

深め、家族の絆が一層深まることを目指す活

動である「家読（うちどく）」や、周りの大

人が読書を楽しむことの意義・効果の普及、

啓発活動に取り組みます。 

生涯学習課 

図書館 
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２ 地域における取組み 

＜施策の方向＞ 

地域には、保健センター、児童館、トワイライトスクール、生涯学習セン

ター等子どもと接する施設が数多くあります。それぞれの施設において、関

係機関と連携しながら、発達段階に応じた子ども読書活動の取組みを推進し

ます。 

 

◆具体的取組み 

番号 事業 事業の内容 所管課等 

１ 

はじめての

本との出会

い事業の実

施 

 

１）絵本の紹介冊子の配付 

保健センターで実施される乳幼児健診に

おいて、保護者に図書館が作成した絵本の紹

介冊子を配付し、子どもが乳児期・幼児期か

ら読書に親しむことの大切さを啓発します。 

２）読み聞かせ等の実施 

保健センターで実施される乳幼児健診に

おいて、親子に図書館の読み聞かせボランテ

ィアによる絵本の読み聞かせを実施し、親子

が一緒に読書を楽しめる機会を提供します。

併せて図書館の登録申込書等を配付し、図書

館利用の拡大を図ります。 

図書館 

子育て支援課 

２ 

児童館での

乳幼児・保

護者向けお

はなし会等

の開催 

乳幼児とその保護者向けのおはなし会を

開催する等、児童館における子どもの読書活

動に取り組みます。 

青少年家庭課 

３ 

トワイライ

トスクール

等での読書

機会の提供 

トワイライトスクール等の体験活動にお

いて、地域のボランティアや高学年児童等に

よる読み聞かせ活動、子どもが読書に慣れ親

しむための読書活動を実施します。また、要

望に応じて、図書館が地域協力員（ＡＰ）等

ボランティアへの読み聞かせ講座等を実施

します。 

放課後事業推進室 

図書館 

４ 

土曜学習に

おける読書

活動の実施 

名古屋土曜学習プログラムにおいて、各体

験活動の参考図書や関連図書を紹介する等、

学びを深めるとともに、学びの広がりも促

し、子どもの興味・関心が高まる機会を捉え

た読書へのきっかけづくりを行います。 

生涯学習課 
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５ 

親子で楽し

む読書講座

の開催 

各生涯学習センターにおいて、読み聞かせ

の講座等、子ども読書関連の講座・事業を開

催します。 

生涯学習課 
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３ 学校等における取組み 

（１）乳児期・幼児期（保育所・幼稚園等）における取組み 

＜施策の方向＞ 

保育所・幼稚園等は、子どもが初めて集団生活を行う場であり、多くの

時間を過ごす場所です。絵本の読み聞かせを通して、物語に触れる楽しさを

味わえる機会を提供し、幼少期からの読書習慣の形成を図ります。 

また、保護者に対しても、子どもが本に触れる大切さを伝え、家庭での

読書活動につながるように努めます。 

 
◆具体的取組み 

番号 事業 事業の内容 所管課等 

１ 

絵本等の読

書環境づく

り 

１）絵本等の収集 

絵本や紙芝居の蔵書を収集することで、子

どもが好きな本を選ぶ幅を広げ、子どもの好

奇心と読書をつなげるきっかけをつくりま

す。 

２）図書コーナーの整備 

園内の一角に絵本コーナーをつくること

で、子どもが絵本を手にとって読んでみる気

になるような環境をつくります。 

指導室 

保育運営課 

２ 
読み聞かせ

等の実施 

保育所・幼稚園等の保育者や保護者ボラン

ティア等による読み聞かせを行い、絵本や紙

芝居を見る楽しさや、お話を聞く楽しさを味

わえる機会を提供します。 

指導室 

保育運営課 
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３ 

保護者が読

み聞かせの

大切さに気

づく機会の

提供 

１）保護者の読み聞かせの体験の提供 

保育者やボランティアによる子どもへの

読み聞かせの場面に保護者も参加すること

で、絵本の楽しさを子どもと共感したり、子

どもに読み聞かせをしたりする体験を提供

します。 

２）読み聞かせの実技講習や相談の実施 

保育所の地域子育て支援センターや子育

て支援事業実施園において、子どもの発達段

階に合わせた絵本の選択や読み聞かせの技

術的な方法に関する実技相談を実施します。 

３）絵本リストの情報提供 

子どもの発達段階に合った絵本を選択す

ることができるように、園内の蔵書やバック

ナンバーを整理して一覧表を作成し、情報提

供を行います。 

４）保護者との連携 

市立幼稚園において、ＰＴＡと協力して絵

本の貸出しや読み聞かせの会を実施します。

また、家庭での読み聞かせをすすめるため、

季節や年齢に応じたおすすめ絵本を紹介し

たり、保護者が子どもと一緒に絵本を選んで

借りたりする取組みを実施するとともに周

りの大人が読書を楽しむことの意義・効果の

普及、啓発活動に取り組みます。 

指導室 

保育運営課 

17



 

 

（２）小学校における取組み 

＜施策の方向＞ 

小学生は、自由に読書を楽しみ、様々な本に触れる中で、自主的・自発

的な読書習慣を形作る重要な時期です。全ての学習の基盤となる言語能力や

集中力を育むため、読書活動に取り組む必要があります。 

引き続き、学校の授業の中では、絵本や小説を読む読書だけではなく、

情報を活用するための読書を促し、学びを深めることにつなげます。 

また、学校における読書活動を支える学校図書館が「読書センター」「学

習センター」「情報センター」としてその役割を充分発揮できるよう、また、

子どもにとって居心地のよい居場所となるよう、学校図書館の運営体制を整

えます。 

 
◆具体的取組み 

番号 事業 事業の内容 所管課等 

１ 
学校図書館 

の整備 

１）蔵書の収集 

子どもの意見を取り入れながら選書する

とともに、学校図書館の蔵書数が図書標準に

達するよう努めます。また、学校図書館へ新

聞を複数配備し、授業で活用するよう努めま

す。 

２）蔵書のデータベース化 

蔵書のデータベース化に引き続き取り組

みます。 

３）外部人材の活用 

地域のボランティア等の協力によって、蔵

書整備や本と子どもをつなぐ学校図書館の

運営に取り組みます。また、学校からの要望

に応じて、図書館による外部人材向けの研修

等を行います。 

４）学校図書館のＩＣＴ環境の整備〈拡充〉 

タブレット端末を活用した探究学習や電

子書籍の利用等ができるよう、ＩＣＴ環境の

整備に努めます。 

指導室 

図書館 

２ 

学校司書の 

配置 

〈拡充〉 

学校図書館に学校司書を配置し、蔵書の整

備、開館時間の拡大、読み聞かせ等読書活動

を実施します。また、各教科等の指導に関す

る支援等の充実を図ります。 

指導室 

18



 

 

３ 
読書活動の

実施 

１）読書意欲の喚起 

学校生活において、「朝の読書」や読み聞

かせ等の活動を促進します。また、読み聞か

せと併せてブックトーク等を行うことによ

り、読書に対する子どもの興味・関心をより

高められるように取り組みます。 

２）「本の帯コンクール」の実施 

より多くの子どもが読書に興味・関心を持

つことができるよう「本の帯コンクール」を

実施し、子どもの読書意欲の向上に努めま

す。また、入賞作品は全区の市立図書館で巡

回展示します。 

３）外部人材の活用 

地域のボランティア等の協力によって、読

み聞かせやブックトークを実施します。学校

からの要望に応じて図書館による研修等を

行います。 

指導室 

図書館 

４ 

「なごやっ

子わくわく

ブックネッ

ト」の取組

み 

〈新規〉 

図書館司書による本の紹介文や動画、おす

すめ図書リスト等を定期的に配信すること

により、子どもの読書活動の機会充実及び習

慣化の促進を図ります。 

指導室 

図書館 

19



 

 

（３）中学校・高等学校における取組み 

＜施策の方向＞ 

中学校・高等学校における取組みは、生涯にわたる読書習慣を身につけ

るため重要な段階です。年齢が上がるにつれて不読率が上昇する傾向がある

ことから、小学生と同様に読書活動の推進に努めつつ、ビブリオバトルを引

き続き実施し、様々な本に触れ、読書の幅を広げる取組みを実施します。 

引き続き、学校の授業の中では、小説を読む読書だけではなく、情報を

活用するための読書を促し、学びを深めることにつなげます。 

また、小学校と同様に中学校・高等学校においても読書活動を支える学

校図書館が「読書センター」「学習センター」「情報センター」としてその役

割を充分発揮できるよう、また、子どもにとって居心地のよい居場所となる

よう、学校図書館の運営体制を整えます。 

 

◆具体的取組み 

番号 事業 事業の内容 所管課等 

１ 

学校図書館 

の整備 

 

１）蔵書の収集 

子どもの意見を取り入れながら選書する

とともに、学校図書館の蔵書数が図書標準に

達するよう努めます。また、学校図書館へ新

聞を複数配備し、授業で活用するよう努めま

す。 

２）蔵書のデータベース化 

蔵書のデータベース化に引き続き取り組

みます。 

３）外部人材の活用 

地域のボランティア等の協力によって、蔵

書整備や本と子どもをつなぐ学校図書館の

運営に取り組みます。また、学校からの要望

に応じて、図書館による外部人材向けの研修

等を行います。 

４）学校図書館のＩＣＴ環境の整備〈拡充〉 

タブレット端末を活用した探究学習や電

子書籍の利用等ができるよう、ＩＣＴ環境の

整備に努めます。 

指導室 

図書館 

２ 

学校司書の 

配置 

〈拡充〉 

学校図書館に学校司書を配置し、蔵書の整

備、開館時間の拡大、読み聞かせ等読書活動

を実施します。また、各教科等の指導に関す

る支援等の充実を図ります。 

指導室 

20



 

 

３ 
読書活動の 

実施 

１）読書意欲の喚起 

学校生活において、「朝の読書」やブック

トーク等を行うことにより、読書に対する子

どもの興味・関心をより高められるように取

り組みます。 

２）「本の帯コンクール」の実施 

より多くの子どもが読書に興味・関心を持

つことができるよう「本の帯コンクール」を

実施し、子どもの読書意欲の向上に努めま

す。また、入賞作品は全区の市立図書館で巡

回展示します。 

指導室 

図書館 

４ 

「なごやっ

子わくわく

ブックネッ

ト」の取組

み 

〈新規〉 

図書館司書による本の紹介文や動画、おす

すめ図書リスト等を定期的に配信すること

により、子どもの読書活動の機会充実及び習

慣化の促進を図ります。 

指導室 

図書館 

５ 

「ビブリオ

バトル」の

実施 

読書に興味・関心を持つことができるよう

「ビブリオバトル」を実施し、子どもの読書

意欲の向上に努めます。また、チャンプ本を

図書館のホームページで紹介する等、学校と

図書館が連携して読書活動に取り組みます。 

指導室 

図書館 

21



 

 

（４）特別支援学校における取組み 

＜施策の方向＞ 

各学校では、子どもにとって居心地のよい居場所となるよう、学校図書

館を整備するとともに、子どもの発達段階に応じた指導や読み聞かせ等に取

り組みます。 

また、学校の授業の中では、絵本や小説を読む読書だけではなく、情報

を活用するための読書を促し、学びを深めることにつなげます。 

特別な支援を必要とする子どもが豊かな心を育めるよう、関係機関と連

携しながら、読書活動の推進を図ります。 

 

◆具体的取組み 

番号 事業 事業の内容 所管課等 

１ 
学校図書館

の整備 

１）蔵書の収集 

子どもの意見を取り入れながら選書する

とともに、学校図書館の蔵書数が図書標準に

達するよう努めます。 

２）館内整備 

子どもが本を手にとって読んでみようと

思うような環境整備を進めます。 

３）外部人材の活用 

地域のボランティア等の協力によって、蔵

書整備や本と子どもをつなぐ学校図書館の

運営に取り組みます。また、学校からの要望

に応じて、図書館による外部人材向けの研修

等を行います。 

４）学校図書館のＩＣＴ環境の整備〈拡充〉 

タブレット端末を活用した探究学習や電

子書籍の利用等ができるよう、ＩＣＴ環境の

整備に努めます。 

指導室 

図書館 

２ 

学校司書の 

配置 

〈拡充〉 

学校図書館に学校司書を配置し、蔵書の整

備、開館時間の拡大、読み聞かせ等読書活動

を実施します。また、各教科等の指導に関す

る支援等の充実を図ります。 

指導室 

３ 
読書活動の

実施 

読書の楽しさを味わえるように、教員、図

書館司書、ボランティア等による読み聞かせ

やおはなし会等を実施します。 

指導室 

図書館 

22



 

 

４ 

「なごやっ

子わくわく

ブックネッ

ト」の取組

み 

〈新規〉 

図書館司書による本の紹介文や動画、おす

すめ図書リスト等を定期的に配信すること

により、子どもの読書活動の機会充実及び習

慣化の促進を図ります。 

指導室 

図書館 

23



 

 

４ 図書館における取組み 

＜施策の方向＞ 

図書館は、豊富な蔵書の中から子どもが自由に読みたい本を選ぶことがで

き、読書の楽しさを知ることができる場所であり、子ども読書活動の推進に

おいては欠かすことができない施設です。様々な施策を実施し、子どもでに

ぎわう図書館づくりに努めます。また、子どもだけではなく、保護者に対し

ても取組みを展開し、関係機関と連携しながら子ども読書活動を推進します。 

 
◆具体的取組み 

番号 事業 事業の内容 所管課等 

１ 

読書環境づ

くりの取組

み 

１）児童書等の収集 

子どもや保護者のニーズ等を踏まえなが

ら、児童書等を収集します。また、文字・活

字の読書につながるような、漫画で表現され

た本等の収集にも取り組みます。 

２）電子書籍サービスの提供〈拡充〉 

子どもがいつでもどこでも気軽に読書に

親しめるよう、電子書籍サービスを提供しま

す。 

図書館 

２ 

本との出合

いの場の創

出 

〈拡充〉 

子どもと本の出合いの場を増やすため、機

動力を活かした小型の自動車図書館、地域で

運営する協働運営ポイント、各種イベントへ

の参加、医療機関等への団体貸出等により、

図書館以外でも子どもと本をつなぐ場の拡

大に取り組みます。 

図書館 

24



 

 

３ 

読書バリア

フリー法に

基づく、障

害児向けサ

ービスの充

実 

〈拡充〉 

１）障害や特性に合わせた資料の収集 

読書バリアフリー法に基づき、点字図書や

録音図書のほか、マルチメディアデイジー図

書やＬＬブック、さわる絵本等、様々な障害

や特性に合わせた資料を収集します。 

２）電子書籍サービスの提供 

文字拡大や文字色反転、音声読み上げ等の

機能を備え、来館せず利用できる電子書籍サ

ービスの提供を通じて、障害のある方が利用

しやすい環境を整備します。 

３）「特別支援教育資料貸出」の充実 

小・中学校の特別支援学級、特別支援学校

向けに実施している「特別支援教育資料貸

出」の資料をより一層充実させます。 

図書館 

４ 
多文化共生

の取組み 

１）外国語で書かれた絵本等の収集 

日本語を日常的に話すことの少ない外国

人の子どもが読書を楽しめるように、また、

日本人の子どもの多文化理解を助けるため

に、外国語で書かれた絵本や児童図書の収

集・提供に取り組みます。 

２）「やさしい日本語」での利用案内の作成 

外国人の子どもやその保護者が図書館を

利用しやすいように、「やさしい日本語」の

利用案内を作成します。 

３）外国語によるおはなし会の実施 

外国人の子どもが本を楽しめるよう、ま

た、日本人の子どもの多文化理解を助けるた

めに、ボランティアと連携して外国語による

おはなし会を実施します。 

図書館 

５ 

図書館司書

に対する研

修の実施 

児童向けサービスの研修を実施し、読み聞

かせの手法、的確な資料の提供や読書に関す

る相談に応じられるようにします。 

図書館 

６ 

ボランティ

アの育成・

派遣 

〈拡充〉 

養成講座、ステップアップ講座により、読

み聞かせボランティアを養成し、保健センタ

ー、学校等からの要請に応じて派遣します。

また、紙の本をコンピュータ等で読めるよう

テキストデータ化するボランティア等、新た

なボランティアの育成に取り組みます。 

図書館 

25



 

 

７ 

子ども向け

行事・読書

情報の提供 

１）おはなし会の開催や読書相談等の実施 

おはなし会をはじめとした子ども向け行

事、子どもへの読書相談やレファレンスを実

施し、子どもがより図書館を利用し、読書に

親しめる機会を提供します。 

２）新刊案内・図書リスト等の作成・配布 

新刊案内をはじめ、読書についての情報を

盛り込んだＰＲ紙や年齢別の基本図書リス

ト（児童図書選定懇談会の協力による『選定

児童図書目録』を含む）を発行し、個人や学

校等各関係機関に配布し、子どもがもっと図

書館を利用し、読書に親しめるように、情報

を発信します。 

図書館 

８ 

乳幼児・保

護者向け講

座の開催 

乳幼児を対象とした絵本の紹介や読み聞

かせ等の講座を開催することにより、乳幼児

とその保護者に、親子で触れ合い、絵本を楽

しんでもらう機会を提供します。 

図書館 

９ 

中学生・高

校生に向け

た読書活動

推進の取組

み 

〈拡充〉 

中学生･高校生と協働して、中学生･高校生

が読書・図書館に親しめるような事業を実施

し、中学生･高校生にとって魅力ある図書館

づくりに努めます。また、ＳＮＳ等を通じて、

読書や図書館の魅力を発信します。 

図書館 

10 
図書館で宿

題おうえん 

自由研究講座の開催や、調べ学習のヒント

になるツールの作成等により、狭義の読書に

とどまらず、子どもが本を活用して主体的に

学べるよう支援します。 

図書館 

11 
読書通帳の 

配布 

幼少期から成人まで、一生涯の読書を簡単

な形で記録できるような読書通帳を作成、配

布し、幅広く読書に親しめるようにします。 

図書館 

12 
子ども司書 

〈新規〉 

小・中学生を対象に、図書館でのお仕事体

験や、バックヤードツアーを実施する等、よ

り図書館や読書に興味や親しみを感じても

らえる機会を提供します。 

図書館 

13 

ホームペー

ジ等による

読書情報の

発信 

〈拡充〉 

図書館ホームページ内の子どもページや

ティーンズページ、ＳＮＳ等で、ブックリス

トや広報誌の掲載、各図書館の児童コーナ

ー、ティーンズコーナーの紹介、読書に関す

る情報発信を行います。 

図書館 

26



 

 

14 
広報の実施 

〈拡充〉 

広報、ホームページ等において、子どもの

読書活動に関する情報等を積極的に発信し

ます。計画初年度には子ども読書アンバサダ

ーを任命します。また、民間企業・団体等と

「子ども読書の日」等をＰＲして、子ども読

書活動について広く広報します。 

図書館 

生涯学習課 

（関係各課） 

15 

民間企業・

団体との連

携 

民間企業・団体と共同イベントを開催する

等、子ども読書活動を推進するための連携を

図ります。また、「なごやほんでキフ倶楽部」

の寄附の仕組みを活用し、子ども向け図書を

はじめとした子どもの読書環境の整備に努

めます。 

図書館 

27



 

 

５ 推進体制維持・継続のための取組み 

＜施策の方向＞ 

市役所内の関係課だけではなく、民間企業・民間団体といった関係者と連携、

協力し、子ども読書活動を推進します。図書館に「学校図書館連携窓口」を

引き続き設置し、保育所・幼稚園等、学校図書館と連携し、子どもの読書環

境づくりに努めます。同時に、子ども読書活動を支える担い手の育成にも努

めます。 

また、寄附や教育基金を活用し、引き続き資金面からも推進体制を継続しま

す。 

 
◆具体的取組み 

番号 事業 事業の内容 所管課等 

１ 

名古屋市子

ども読書活

動推進会議 

本計画を推進していくための庁内の関係

部局等による課長級会議により、相互連携や

情報交換、計画の進捗状況の管理等を行いま

す。 

生涯学習課 

２ 

図書館司書

と保育士、

幼稚園教諭

との協力 

１）啓発チラシの配布 

保育所・幼稚園等向け読書啓発チラシを図

書館が配付します。 

２）読み聞かせの支援 

保育所・幼稚園等での絵本の紹介や読み聞

かせを図書館が支援します。 

３）保護者向けメールの配信 

絵本の紹介や読書啓発を内容とした保護

者向けメールを配信します。 

４）団体貸出の実施 

図書館が保育所・幼稚園等向けのおすすめ

本を選定し、団体貸出を実施します。 

図書館 

指導室 

保育運営課 

28



 

 

３ 

「学校図書

館 連 携 窓

口」の取組

み 

１）保育所・幼稚園等向けのおすすめ絵本セ

ットの貸出、リストの提供〈新規〉 

保育所・幼稚園等向けのおすすめ絵本セッ

トを作成し、貸出しやリストの提供を行いま

す。 

２）学習支援図書セットの貸出〈拡充〉 

子どもの学習・読書活動をより豊かにする

ために、「学習支援図書セット貸出」の資料

をより一層充実させ、学校からの求めに応

じ、貸し出します。 

３）特別支援教育資料の貸出〈拡充〉（再掲） 

小・中学校の特別支援学級、特別支援学校

向けに実施している「特別支援教育資料貸

出」の資料をより一層充実させ、学校からの

求めに応じ、貸し出します。 

４）学校司書への支援〈拡充〉 

図書館運営や資料の選定に関する相談受

付や情報提供等を通じて、学校司書を支援し

ます。 

５）学校図書館への支援 

図書館司書が学校図書館の蔵書構成や図

書のレイアウト等を提案し、学校図書館の魅

力を向上させます。 

６）ブックホスピタル事業の実施 

図書修理と図書修理方法の伝授により、学

校図書館の環境整備を支援します。 

７）図書リスト等の提供 

よりきめ細かい読書指導のため、図書館

が、学校図書館で図書を購入する際の参考リ

ストや教科書で紹介されている図書のリス

トを作成し、情報提供します。 

図書館 

指導室 

保育運営課 

４ 
学校図書館

への支援 

学校図書館が「読書センター」「学習セン

ター」「情報センター」としての機能を充分

発揮できるよう、学校図書館に関わる人材の

育成や物・人・情報のネットワークの構築等

の学校図書館の支援方法について、検討会議

等を開催し、調査研究します。 

生涯学習課 

指導室 

図書館 

５ 
団体貸出に

よる支援 

団体貸出による読書活動や調べ学習への

支援を実施し、子どもの読書活動をより効果

的に実施します。 

図書館 

指導室 
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６ 

図 書 館 訪

問、職場体

験活動への

支援 

小学生の図書館見学や図書館訪問、中学

生・高校生の職場体験活動を支援し、有意義

なものとなるよう取り組みます。 

図書館 

指導室 

７ 

ブックトー

クや読み聞

かせの派遣

事業の実施 

図書館司書によるブックトークや読み聞

かせの派遣事業を希望する学校等で実施で

きるように努めます。 

図書館 

指導室 

保育運営課 

８ 

教育基金の

子ども読書

活動への活

用 

教育基金の仕組みを活用し、子ども読書活

動等、子どもの教育振興に賛同する市民から

の寄附金等を集め、子ども向け図書を収集し

ます。 

企画経理課 

生涯学習課 

図書館 

９ 

はじめての

本との出会

い事業の実

施（再掲） 

 

１）絵本の紹介冊子の配付 

保健センターで実施される乳幼児健診に

おいて、保護者に図書館が作成した絵本の紹

介冊子を配付し、子どもが乳児期・幼児期か

ら読書に親しむことの大切さを啓発します。 

２）読み聞かせ等の実施 

保健センターで実施される乳幼児健診に

おいて、親子に図書館の読み聞かせボランテ

ィアによる絵本の読み聞かせを実施し、親子

が一緒に読書を楽しめる機会を提供します。

併せて図書館の登録申込書等を配付し、図書

館利用の拡大を図ります。 

図書館 

子育て支援課 

10 

読書活動の

推進におけ

る外部人材

の活用（再

掲） 

小学校において、地域のボランティア等の

協力によって、読み聞かせやブックトークを

実施します。学校からの要望に応じて図書館

による研修等を行います。 

指導室 

図書館 

11 

ボランティ

アの育成・

派遣 

〈拡充〉 

（再掲） 

養成講座、ステップアップ講座により、読

み聞かせボランティアを養成し、保健センタ

ー、学校等からの要請に応じて派遣します。

また、紙の本をコンピュータ等で読めるよう

テキストデータ化するボランティア等、新た

なボランティアの育成に取り組みます。 

図書館 
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12 

民間企業・

団体との連

携（再掲） 

民間企業・団体と共同イベントを開催する

等、子ども読書活動を推進するための連携を

図ります。また、「なごやほんでキフ倶楽部」

の寄附の仕組みを活用し、子ども向け図書を

はじめとした子どもの読書環境の整備に努

めます。 

図書館 
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1   アンケート調査結果

調査の概要

読書実態調査 小学4～6年生 2,433

読書実態調査 中学1～3年生 1,958

読書実態調査 高校2年生 1,037

市政アンケート調査 一般市民 859

6,287

※市政アンケート調査は無作為抽出した2,000人を対象に実施。

調査結果は、各回答ごとに小数第二位を四捨五入している。

① 読書の好き嫌い （読書実態調査）

② １週間の読書時間 （読書実態調査）

令和4年7月

調査名 調査対象者 人数 調査時期

令和4年7月

令和4年9月～10月

令和4年6月～7月

総数

40.4%

36.2%

28.7%

33.2%

35.6%

38.9%

17.1%

17.7%

24.6%

9.3%

10.6%

7.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

小学生（n=2,426）

中学生（n=1,952）

高校生（n=1,023）

好き どちらかというと好き どちらかというと嫌い 嫌い

16.6%

23.3%

63.8%

28.8%

21.6%

9.7%

25.0%

23.7%

10.9%

13.4%

15.9%

8.4%

16.2%

15.5%

7.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

小学生（n=2,414）

中学生（n=1,945）

高校生（n=1,023）

ほとんど読まない ３０分未満 ３０分以上

１時間未満

１時間以上

２時間未満

２時間以上
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③ 本を読まない理由（複数回答可） （読書実態調査）
（ひと月に１冊も本を読まなかった人のみ回答）

④ 読書へのきっかけ（複数回答可） （読書実態調査）

48.6%

23.0%

70.7%

22.7%

8.5%

33.8%

30.3%

65.6%

22.4%

6.5%

16.4%

45.2%

53.8%

16.0%

4.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

本を読むことが好きではないから

本を読む時間がないから

他のことをしている方が楽しいから

身近に読みたくなる本がないから

その他

小学生（n=317） 中学生（n=459） 高校生（n=508）

8.6%

40.4%

31.8%

15.0%

8.0%

17.4%

29.3%

4.6%

8.5%

47.3%

25.7%

18.5%

5.4%

36.2%

24.3%

3.0%

9.0%

21.0%

26.3%

19.2%

2.7%

32.1%

30.4%

2.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

先生

友だち

家族

テレビや映画

新聞や雑誌

インターネットの情報

誰（何）からも

影響を受けていない

その他

小学生 中学生 高校生
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⑤ 学校図書館の利用頻度（授業以外） （読書実態調査）

⑥ 学校図書館について困ること不便なこと（複数回答可） （読書実態調査）

61.7%

80.2%

93.9%

20.3%

10.1%

4.6%

13.4%

7.5%

1.1%

4.5%

2.2%

0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

小学生（n=2,385）

中学生（n=1,929）

高校生（n=1,020）

ほとんどいかない 週に１回 週２～３回 週４～５回

34.2%

15.3%

19.7%

8.4%

10.2%

16.7%

4.7%

34.6%

3.9%

25.3%

13.7%

17.1%

5.7%

8.3%

3.6%

7.7%

40.3%

4.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

読みたい本や調べたい本がない

何を読めばよいか、どの本で調べたらよいか

わからない

読みたい本や必要な本がどこにあるか

わからない

借りた本をどこに返したらいいか

わからない

読みたいとき、使いたいときに、

図書館がしまっている

さわいでる人などがいて、

静かに本が読めない

図書館がどこにあるか、いつ開いているか、

わからない

困ることはない

その他

小学生 中学生

35



⑦ 学校司書がいてほしいか （読書実態調査）

⑧ 学校司書に望むこと（複数回答可） （読書実態調査）

38.0%

21.5%

48.6%

52.9%

6.0%

10.6%

7.4%

15.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

小学生（n=2,394）

中学生（n=1,911）

いてほしい どちらでもよい いなくてよい よく分からない

27.5%

60.1%

27.8%

15.9%

23.8%

23.5%

11.4%

29.5%

34.8%

2.6%

29.5%

56.2%

23.1%

6.2%

14.6%

24.0%

9.3%

17.0%

15.1%

2.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

本の場所（返す場所・読みたい本のある場所）を教

えてほしい

おすすめの本を教えてほしい

調べ方や調べるときに使う本を教えてほしい

読み聞かせなどをしてほしい

図書館の本を整とんしてほしい

いつも図書館を開けておいてほしい

話し相手になってほしい

季節の飾りなどで、図書館をきれいにしてほしい

さわいでいる人などに注意してほしい

その他

小学生 中学生
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⑨ 読書が好きになったきっかけ （市政アンケート）

⑩ どうすれば子どもが本を読むようになると思うか （市政アンケート）

56.0%

31.2%

43.6%

23.3%

7.8%

12.2%

7.8%

3.9%

0.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

自分の好きな本に出会ったから

身近に本があり、

すぐ読める環境だったから

本屋や図書館によく行ったから

本が好きな家族・先生・友人の

影響を受けたから

読み聞かせをしてもらったから

家族・先生に、本を読むように

すすめられたから

その他

わからない

無回答

N=541

64.0%

52.3%

55.8%

24.7%

27.7%

48.0%

17.7%

4.8%

2.8%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

幼少期における読み聞かせの機会を増やす

周りの大人が本を読む

幼少期から図書館や本屋に行く機会を増やす

家族・先生が子どもに本をすすめる

家庭内で読書の時間をつくる

保育所・幼稚園・学校などの

読書環境を充実する

図書館の子ども向けイベント等を充実する

その他

わからない

無回答

N=859
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⑪ 電子書籍の利用 （市政アンケート）

⑫ 電子書籍の普及によって読書をする子どもが増えると思うか （市政アンケート）

⑬ 幼少期に読み聞かせを受けた経験と読書好きの関係 （市政アンケート）

24.8% 73.6%

1.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

N=859 利用している 利用していない 無回答

15.8% 32.2% 15.6% 15.7% 19.1%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

N=859

増えると

思う

どちらかといえば

増えると思う

どちらかといえば

増えるとは思わない

増えるとは

思わない

わからない 無回答

34.1%

29.0%

30.9%

34.3%

26.5%

30.9%

22.5%

30.2%

26.4%

5.8%

8.2%

6.7%

3.2%

6.1%

5.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

ある(n=431)

ない（n=245）

わからない（n=178）

好き どちらかといえば

好き

どちらかといえば

好きではない

好きではない 無回答
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２ 各方面からの意見聴取 

 

○実施時期：令和 3年 10 月～12 月 

○実施団体： 

＜附属機関等＞ 図書館協議会、社会教育委員協議会 

＜関係団体等＞ 児童図書選定懇談会、学校図書館研究会、図書館ボランティア、

ＰＴＡ、保育所、幼稚園、トワイライトスクール 等 

区 分 主 な 意 見 内 容 

全体に関し

ての意見 

読み聞かせは家庭だけに任せるのではなく、社会の仕組みとして取

り入れる必要がある。 

子どもが本を好きになるためには、身近な人が読書をし、読書を楽

しむ姿を子どもに見せることが大切である。 

情報発信としてのＳＮＳの効果的な活用をしてほしい。 

さまざまな障害のある児童・生徒に対応するためには、視覚的に注

目しやすい大型絵本や聴覚的に注目しやすい音の出る本など、児

童・生徒が読書のきっかけとなりやすい蔵書の充実を図ることが大

切である。 

家庭に関し

ての意見 

読書活動のメリットを保護者に伝え、知ってもらう機会があるとい

いと感じた。保護者の意識を変えることで、子ども達へも還元され

ていくように思う。 

親による読み聞かせの機会、親子で読書に親しむ機会は重要である

ため、引き続き継続してほしい。 

乳幼児の場合、保護者と一緒に絵本を通じて「楽しい」経験をする

ことができるようなイベントは、今後も大切にしてほしい。 

地域に関し

ての意見 

子どもにあった本や、趣味・部活・学習に関わる書籍を家族や教員

が紹介するとよい。 

子どもへの読み聞かせの機会をつくるなど、幼児期に絵本と触れ合

う機会を多くもつと良い。 

39



 

 

区 分 主 な 意 見 内 容 

学校等に関

しての意見 

子どもがどんな風に絵本を楽しんでいるかや園生活の中での絵本の

意義等を保護者に向けて発信し、保護者自身も絵本に興味や親しみ

を持てるようにすると良い。 

新聞に親しむことで、活字に慣れていくだけでなく、社会情勢に目

を向けるきっかけにもなると思う。活字の持つ力を理解し、新聞を

読むことで読解力や構成力等も身につけさせていきたい。 

学校司書は、子どもたちの読書への興味を高める効果が極めて高い。

学校司書の配置を進め、公共図書館と連携を図ることが必要である。 

子どもが興味を持てるような本の紹介やブックトークを実施してほ

しい。 

図書館に関

しての意見 

小学生以上の子どもに図書館司書の存在を知ってもらい、司書との

やりとりを通して幅広いジャンルの本に触れることができるように

してほしい。 

おはなしボランティアの少ない地域では、図書館がボランティア養

成講座などを開いて人材の育成をしてほしい。 

本の補修、清掃、保管など図書館の裏側を学ぶ機会があるといいと

思う。 

鶴舞中央図書館等では、ティーンズコーナーを設置しているが、利

用する中高生の姿が少ないのが残念であるため、もっと宣伝しても

よいと思う。 

学習支援図書セットは、とても助かっているため、今後も継続して

ほしい。 
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３ 素案への意見聴取 

○実施時期：令和 4年 7月～8月 

○実施団体： 

＜附属機関等＞ 図書館協議会、社会教育委員協議会、障害者施策推進協議会 

 

主 な 意 見 内 容 

読書には、小説などを読む純粋に楽しむ読書と、情報利用、勉強に役立てる読

書があるが、後者の視点があまりないかと思う。 

不読率の改善のためには、読書や情報収集のための本の活用を日常にしていく

ことが重要であると思うが、そのためには日々の授業において図書館と連携し

ていくことが求められると思う。 

大人が楽しそうに読書をしたり、読み聞かせを楽しむ、そういった視点が弱い

と感じた。 

不登校気味の生徒や教室に居場所が作りにくい生徒の“居場所”としても、図

書室や図書館を活用してほしい。 

障害当事者を入れながら、読書バリアフリー法の行動計画について考えていた

だきたい。 
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子ども 

青少年局 

教育委員会 

４ 策定手順 

指 導 室 鶴舞中央図書館 生涯学習課 

検討グループ（庁内検討会議作業班） 

第４次名古屋市子ども読書活動推進計画 

各方面からの意見聴取 

名古屋市教育委員会 協議 

パブリックコメント 

名古屋市教育委員会 審議・議決 

名古屋市会 教育子ども委員会 審議 

 

○読書実態調査： 

名古屋市立小中高校生

5,428 名 

○市政アンケート： 

一般市民 859 名 

○なごっちフレンズ

アンケート：小学 5 年

生～高校生 48 名 

アンケート調査 

名古屋市子ども読書活動推進会議（庁内検討会議） 

＜関係団体等ヒアリング＞ 

○児童図書選定懇談会 

○学校図書館研究会 

○図書館ボランティア 

○ＰＴＡ 

○保育所、幼稚園 

○トワイライトスクール 

     等 

＜附属機関等＞ 

○図書館協議会 

○社会教育委員協議会 
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５ 子どもの読書活動の推進に関する法律（平成13年12月12日法律第 154 号） 

 

（目的） 

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地

方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な

事項を定めることにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に

推進し、もって子どもの健やかな成長に資することを目的とする。 

 

（基本理念） 

第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子どもが、 

言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生

きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての

子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよ

う、積極的にそのための環境の整備が推進されなければならない。 

 

 （国の責務）   

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの読書

活動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

 

 （地方公共団体の責務） 

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情 

を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

 

 （事業者の努力） 

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子どもの読

書活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるものと

する。 

 

（保護者の役割） 

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に

積極的な役割を果たすものとする。 

 

 （関係機関等との連携強化） 

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施され

るよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制

の整備に努めるものとする。 

 

 （子ども読書活動推進基本計画） 

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図る

ため、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動推進基本

計画」という。）を策定しなければならない。 

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報

告するとともに、公表しなければならない。 

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 
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 （都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県

における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子どもの読

書活動の推進に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読書活動推進計画」

という。）を策定するよう努めなければならない。 

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策定さ

れているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推進計画） 

を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、 

当該市町村における子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「市町

村子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。 

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動

推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画

の変更について準用する。 

 

 （子ども読書の日）   

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子ど

もが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。 

２ 子ども読書の日は、四月二十三日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努め

なければならない。 

 

（財政上の措置等）   

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため

必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

 

附則 

この法律は、公布の日から施行する。 

 

○ 衆議院文部科学委員会における附帯決議 

 政府は、本法施行に当たり、次の事項について配慮すべきである。   

一 本法は、子どもの自主的な読書活動が推進されるよう必要な施策を講じて環境を整備

していくものであり、行政が不当に干渉することのないようにすること。 

二 民意を反映し、子ども読書活動推進基本計画を速やかに策定し、子どもの読書活動の

推進に関する施策の確立とその具体化に努めること。 

三 子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において、本と親しみ、本を楽しむことができ

る環境づくりのため、学校図書館、公共図書館等の整備充実に努めること。 

四 学校図書館、公共図書館等が図書を購入するに当たっては、その自主性を尊重するこ

と。 

五 子どもの健やかな成長に資する書籍等については、事業者がそれぞれの自主的判断に

基づき提供に努めるようにすること。 

六 国及び地方公共団体が実施する子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業への子どもの

参加については、その自主性を尊重すること。 
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「第 4 次名古屋市子ども読書活動推進計画（案）」に対して貴重なご意

見をいただき、誠にありがとうございました。いただいたご意見と、そ

れに対する市の考え方を公表します。 

なお、ご意見の内容について、趣旨の類似するものはまとめさせてい

ただいたほか、原文を一部要約し、また分割して掲載しておりますので、

ご了承ください。 

 

 

 

 

令和 5 年３月 

 

 

 

名古屋市教育委員会事務局生涯学習部生涯学習課 

電 話 ０５２－９５０－５０４５ 

F A X ０５２－９５０－５０４１ 

メール a3252@kyoiku.city.nagoya.lg.jp 

 

「第 4 次名古屋市子ども読書活動推進計画（案）」 

に対する市民意見の内容及び市の考え方 

教育委員会議案
令和5年3月24日
　　生涯学習課

資料２



 

実施結果 

 

ア  実施期間 令和5年1月10日（火）から令和5年2月10日（金） 

 

イ  計画（案）の配布場所 市民情報センター、区役所情報コーナー、支所 など 

 

ウ  提出状況 意見提出者数 19人 

意見件数   66件 

 

エ  提出方法 郵送 0 人、ＦＡＸ 4 人、 メール 9 人、持参 6 人 

 

オ  意見の内訳 

 

項目 意見数 

計画全体に関すること 10 件 

家庭に関すること 2 件 

地域に関すること 4 件 

学校等に関すること 27 件 

図書館に関すること 16 件 

推進体制維持・継続に関すること 2 件 

その他 5 件 

合計 66 件 

 

 

 

 



1 

 

市民意見の内容及び市の考え方 

計画全体に関すること（10 件） 

番号 意見 市の考え方 

1 

本を読み、すごく楽しかった、すごくた

めになった等の経験こそが本を読む子ど

もを増やすことになると思う。子どもが

本と触れ合ったり本を開いたりする機会

を多くつくること、そのための人的配置、

予算付けを強力に進めてほしい。 

子どもの読書活動を推進するためには、

子どもが読書の楽しさにふれる機会を多

く設けることが必要であると考えていま

す。今後も子どもの発達段階に応じた効

果的な取組みを推進していきます。 

2 

幼少期の読書活動をいかに充実させるか

が重要だと痛感している。ぜひとも名古

屋市の子どもたちのために、読書活動推

進に力を入れてほしい。 

読書習慣の形成のためには、乳児期から

の継続的な取組みが必要であると考えて

います。今後も子どもの発達段階に応じ

た効果的な取組みを推進していきます。 

3 

近年、活字に触れる機会がめっきり減っ

ているのが現状である。進んで本を読む

習慣を身に付ける環境を作る必要があ

る。スマホで本を読むのもいい。 

従来は、読書と言えば紙の本を読むこと

が主流でしたが、インターネット上に投

稿されたネット小説やオーディオブック

等、読書の形態が多様化し、何をもって

読書と捉えるのかが人によって様々にな

っていると考えています。そのため、第

4 次計画の期間中に、読書の捉え方を見

直していく必要があると考えています。 

4 

中学生・高校生の読書量については、も

う少し調査すると、課題がより見えてく

るように感じた。 

中学生・高校生の読書量が減少している

原因、課題について、今後調査を行う際

の参考とさせていただきます。 

5 

子どもに関する計画については、当事者

である子どもたちの意見を聞き、計画に

反映させるべきである。 

第 4 次計画策定にあたり、なごっちフレ

ンズ（市内在住または在学の小学 5 年生

～高校生までを対象とした、身近な地域

や名古屋のことを考え活動する子どもた

ちを応援する情報提供の制度）にアンケ

ート調査を行い、計画に反映させました。

今後も、子どもの意見を取り入れながら、

事業に取り組んでいきます。 



2 

 

6 

第 3 次計画の到達点への評価が甘すぎ

る。子どもの読書離れが止まらないこと

をもっと深刻に受け止めるべきである。

「今後の課題」として、問題点はいくつ

か指摘されているが、子どもの読書離れ

について総括が必要ではないか。 

子どもの読書活動に関する今後の課題

は、「今後の課題」に示しているとおりで

あり、情報通信手段の急速な普及等、取

り巻く環境は大変厳しいものだと考えて

います。そのような状況の中でも、継続

事業に加え、新規事業、拡充事業を効果

的に実施することで、読書に興味を持っ

てもらえるよう取り組んでいきます。 

7 

計画が進む中で、読書が好きな子どもの

割合が、特に小学生において減少傾向に

あり、1 か月に 1 冊も本を読まない子が

増えている。その原因は何か。どのよう

に調査しているか。 

調査については、小・中学校は抽出した

学校の小学 4～6 年生、中学 1～3 年生

を対象に、高校は全市立高校の高校 2 年

生（調査対象のクラスは学校ごとに抽出）

を対象に実施しています。目標未達成の

原因は、様々な要因が絡み合っていると

思われますが、例えば、スマートフォン

の普及や、機能の拡充等が要因の 1 つと

考えています。 

8 

次期計画では、「読書が好き」というこれ

までの目標は主観的だと切り捨てた。今

まで、どうしてその主観的な数値目標を

掲げ続けてきたのかと疑問が出ても当然

である。丁寧に説明してほしい。 

「読書が好きな子どもの割合」を目標か

ら外した理由は、従来は読書といえば紙

の本でしたが、現在は、インターネット

上に投稿されたネット小説やオーディオ

ブック等、読書の形態が多様化し、子ど

もにより読書の捉え方が様々になってき

たためです。目標から外しましたが、今

後も読書が好きになり、自主的に読書す

る習慣を身に付けることができるよう

に、取組みを推進していきます。 



3 

 

9 

今回の計画案では、計画の目標を「１か

月に１冊以上本を読む子どもを増やしま

す」としているが、第 3 次計画にはあっ

た数値目標が消えている。第 3 次計画の

目標値が小・中・高いずれも未達成だっ

たことに対する総括がなされないまま数

値目標を削除した点について、説明をす

べきである。 

目標未達成の原因は、様々な要因が絡み

合っていると思われますが、例えば、ス

マートフォンの普及や、機能の拡充等が

要因の 1 つと考えています。 

子どもの放課後の時間にゆとりがないこ

と、スマートフォン等の普及により動画

の視聴等が増加することで読書をする時

間がますます減っていくことが予想され

ますが、1 か月に 1 冊以上本を読む子ど

もの割合を現状値（小学生 86.9%、中

学生 76.4%、高校生 50.3%）よりも増

やすことを目標に取り組んでいきます。 

10 

３年前に不読率目標が達成できていない

複数の市立高校に未達成の理由を電話で

問い合わせたところ、全ての高校の担当

者が、名古屋市が不読率目標を設定して

いることを知らなかった。計画策定のプ

ロセスを含め計画策定に関し根本的見直

しが必要だと思う。 

子ども読書活動の関係者に子ども読書活

動推進計画を策定した旨を周知し、意識

して事業に取り組んでもらえるよう働き

かけていきます。 

 

家庭に関すること（2 件） 

番号 意見 市の考え方 

1 

「親学」という表現は、統一教会との関

係で問題になっているので、「両親学級」

等に変更した方が良いのではないか。 

ご指摘の「親学」は、マスコミ等による

と「伝統的子育てを何よりも重視」「家族

観の押し付け」などと取り上げられてお

り、本市が使用している『親学』とは異

なります。 

本市では、さまざまな情報を提供し、そ

れぞれの家庭に合った学びを支援すると

いった趣旨で『家庭教育支援事業』を進

めており、その総称として、平成 14 年

度から本市独自に『親学』という言葉を

使用しています。 



4 

 

2 

社会の中で読書をすすめる活動をして

も、結局は家庭の中の読書環境が「本を

読む子」を育てると思う。親が積極的に

本を手にとり親が本を読む事を楽しめば

その姿を見て子どもも本に触れるように

なると思う。親に対する読書のすすめを

もっと充実させるべきではないでしょう

か。 

公共の乗り物でも読書する姿があまりな

くスマホを見る大人が多いことがとても

淋しい。 

子ども読書活動の推進のためには、子ど

もにとって一番身近な存在である保護者

に、子どもの読書活動の重要性を理解し

てもらうことが必要であると考えていま

す。様々な機会を捉えて、家読（うちど

く）や周りの大人が読書に親しむことの

意義・効果の普及、啓発活動に取り組ん

でいきます。 

 

地域に関すること（4 件） 

番号 意見 市の考え方 

1 

「はじめての本との出会い事業の実施」

に「ブックスタート」を追加してほしい。

保健師は全乳児を把握している。親が外

国人であることや、障害があることを把

握しているので、その方に合った絵本を

プレゼントする方がニーズに合うと思

う。 

はじめての本との出会い事業の充実を図

るため、絵本の紹介冊子の配付や読み聞

かせ等の実施を着実に進めていきたいと

考えています。 

2 

地域での蔵書のある事業所やセンターの

地域開放について提案したい。私が運営

している名古屋市指定の障害福祉関係の

事業所には本が豊富にある。フリースペ

ースもあるので子どもたちが学校帰りに

上がってスペースで読んでいくことが出

来る。安心してあがっていけるように市

が何かしらの認定ステッカーがある拠点

であれば子どもたちに周知して、そこが

空いている時間に好きに読みに来たり、

勉強する時間が出来る。 

地域では、児童館やトワイライトスクー

ル等で読書活動を推進しております。 

いただいたご意見につきましては、今後

の取組みの参考にさせていただきます。 



5 

 

3 

生涯学習センターは地域の児童・生徒が

参集し利用する魅力が少ないようにも思

える。下記のような催しや企画を立てて

はどうか。 

（１）「読書の楽しみを共有するイベン

ト」の開催 

学校図書館からも司書が来館し「おすす

めの本」の展示イベントに、地域の「朗

読ボランティアグループ」の方も加わり、

子どもたち、その家族と一緒に「本の楽

しみ方」について楽しい企画を行う。 

生涯学習センターでは、図書館の司書な

どを講師に招き、講座等で読書活動の取

組みを推進しています。 

いただいたご意見につきましては、今後

の生涯学習センターの運営にあたっての

参考とさせていただきます。 

4 

（２）「読書感想文、本の帯コンクール作

品展示」の開催 

生涯学習センターまつりに地域の小学校

の児童の作文、作品展示を行う。 

子どもと家族による朗読劇、人形劇の発

表会、そのための、朗読活動の基本を学

ぶ講習会・講座の開催 

 

学校等に関すること（27 件） 

番号 意見 市の考え方 

1 

「こども基本法」の施行も踏まえ、選書

について、子どもの意見はアンケートだ

けでなく、司書も参加しての話し合いを

重視してほしい。 

読書が好きな子どもの割合を増やすため

に、子どもたちが読みたいと思う本を学

校図書館に置くことは大切であると考え

ます。そのために、「こども基本法」を踏

まえ、子どもの意見を取り入れながら、

本を選定することを各学校に促していき

ます。 

2 

学校図書館図書標準には、小学校、中学

校だけでなく、特別支援学校についても

学校図書館での図書標準数が示されてい

る。「特別支援学校の学校図書館でも図書

標準に達するよう蔵書を収集します」と

記述すべきである。 

記述を変更しました。 

3 
学校図書館図書標準の達成率の現状を示

してほしい。 

令和３年度末の学校図書館図書標準を達

成している学校は、全体の約４割です。
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4 

小学校、中学校で、「学校図書館の蔵書数

が図書標準に達するよう努めます」とし

ているが、市内の学校図書館の蔵書数が

現状で何冊あるのか等が掲載されていな

い。現状を客観的に紹介した上で、いつ

までに何冊増やすのか、蔵書の増冊目標

数を掲げるべきである。 

図書標準に達していない小中学校が多い

ことは課題であると捉えています。また、

学校図書館の蔵書数につきましては、本

計画の計画期間内において、図書標準に

達するよう努めます。 

5 

家庭の読書環境をいう前に、学校図書館

の整備、基本中の基本である蔵書の充実

に力を注ぐべきである。 

6 
蔵書や学校司書配置の数値目標を示すべ

きである。 

学校司書につきましては、令和４年度は

８０校に配置し、近隣校１８５校に巡回

派遣を実施しており、配置を希望する全

ての小中学校２６５校で学校司書が活動

を行っております。令和５年度は、中学

校ブロックに一人の学校司書を配置し、

全小中学校で活動できるようにしていき

ます。 

7～

10 

学校司書を早急に 1 校 1 人配置し、図書

館利用の時間の確保、蔵書の整理・拡大、

読み聞かせ等の活動を増やしてほしい。 

11 

高学年になればなるほど、先生自身が読

む回数が減っているが、それを担任だけ

の責任にするのではなく、学校全体で取

り組むことであるので、専門職員の配置

が望ましいと考える。 

12 

学校司書について、今次計画年度内に１

００％の配置率を達成するとともに、1

年契約の会計年度任用制度をやめ、正規

職員化をめざすことも明記してほしい。 
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13 

学校司書が力を発揮できるように、全国

に先んじて全校配置、常勤化を進めるこ

とが、名古屋市の子どもを読書好きにす

るために最重要と考える。特別支援学級

にも配置してほしい。（現在配置されてい

ないのに（拡充）と書かれているのはお

かしい。） 

14 

名古屋市には司書は何名いるのか。 

司書と学校がもっと繋がり、またボラン

ティアとも協力しながら、本に触れやす

いシステムを構築することを、具体的に

考えることが重要だと思う。 

各学校におけるボランティアにつきまし

ては、地域や保護者の方など、学校の実

態に合わせて依頼し活動していただいて

いると把握しています。 

15 
各学校で活動しているボランティアを活

用し、図書室の整理等もっと行うべき。 

16 

『小学校において、地域のボランティア

等の協力によって、読み聞かせやブック

トークを実施します。学校からの要望に

応じて図書館による研修等を行います。』

とあるが、実際に具体例はあるのか。「地

域ボランティア」とは.。 

17 

学校ボランティアはどこも人不足であり,

簡単に集まるものだろうかと思う。 

特に学校、図書館といった公共の場での

ボランティアには「公共の場」でのボラ

ンティア教育を養成講座等で養成してほ

しい。 

ボランティア養成に関して、いただいた

ご意見は、各種ボランティア養成講座の

実施内容を検討する際の参考とさせてい

ただきます。 
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18 

学校司書と図書館司書の協力を一層行

い、ブックトーク、よみきかせは格差な

いように行ってほしい。学校司書は機能

していますか。 

図書館では、学校からの依頼に応じてブ

ックトークや読み聞かせを行っておりま

す。また、学校司書がブックトークや読

み聞かせをする際の本選びなどの相談も

受け付けています。引き続き、学校司書

と図書館司書との連携を深めていきま

す。 

令和５年度は、中学校ブロックに一人の

学校司書を配置し、全小中学校で活動で

きるようにしていきます。 

19 

年間読書計画、学校図書館利用、学校図

書館の ICT 化の促進するのも本来司書教

諭の役割であるため、司書教諭が学校教

育・教育課程の中で、読書活動推進に“計

画的に”取り組まなければならない、と

しっかりと示してほしい。 

１２学級以上の学校は、司書教諭が勤務

しています。司書教諭や学校図書館担当

の教員を中心に読書活動推進の取り組み

を、引き続き行うことができるよう、促

していきます。 

20 

司書教諭が、学校図書館教育にこれまで

以上に熱意を持って取り組めるよう、他

の仕事を減免し、図書館教育に従事でき

る時間を確保することが必要だと思う。

司書教諭の果たす役割について、これま

で以上に本格的に研修を行い、計画案に

あるような活動を、校内で牽引していく

役割を果たせるようにしてほしい。 

いただいたご意見につきましては、今後

の取組みの参考にさせていただきます。 

21 

支給されているタブレットで電子書籍を

利用し、放課や空き時間等に読書ができ

るような体制を整えるとよいと思う。 

令和４年度から、全中学校、特別支援学

校において、学習者用タブレット端末等

を活用した電子書籍サービスが利用でき

るようになっています。引き続き、読書

活動推進の取組みを促していきます。 

22 

夏休み中等に図書室を利用できるように

開放するとか、支給されているタブレッ

トで電子書籍を活用していくとか時代に

合ったやり方で読書活動が推進していけ

ばいいと思う。 
夏期休業中の学校図書館の開放につきま

しては研究していきます。 
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23 

図書館司書による本の紹介文や動画、お

すすめ図書リストの配信とあるが、読み

きかせの時間に紹介したり、タブレット

での確認を一緒に行う等してほしい。そ

の先の各自に沿った本の紹介を司書に行

ってほしい。 

新たな取組みである「わくわくブックネ

ット」や、従来からの読み聞かせ・ブッ

クトークなど、さまざまな形で子どもた

ちに魅力ある本の紹介を行っていきま

す。 

24 

新学習指導要領で、朝どくや読み聞かせ

の時間をとることが困難になっていると

あるが、学校での取り組みには、「朝どく」

や「ブックトーク」や「読み聞かせ」を

促進するとしている。困難を乗り越えて

も、やっていくということなら、その方

法を展開してほしい。 

読書指導を充実するために、各学校では、

「朝の読書」等全校一斉読書活動や、保

護者や地域ボランティアによる読み聞か

せなど、学校の実態に応じた読書指導を

引き続き行っていきます。 

25 

図書室を活用出来る時間を設け、子ども

達が図書室に行くと楽しいと思える様な

場所になると良い。教室内に自由に読む

事が出来る図書を数冊常備していつでも

手に取り、短時間でも目にする事が出来

たら良いと思う。 

各学校では,司書教諭や学校司書を中心

に、子どもたちにとって居心地の良い学

校図書館となるよう、環境整備に引き続

き努めています。また、「学級文庫」とし

て教室に図書を置き、子どもたちが自由

に読むことができるようにしている学校

も多くあることを把握しています。 

26 

授業において学校図書館を活用したほう

がよい場面は多くあるため、情報活用能

力の育成や探究活動において、どの学年、

どの教科で何を学ぶ学習ができるか考え

ていく４年間にしてほしい。授業に必要

な図書を計画的に購入するということに

ついても、記載してほしい。 

「学習センタ-機能」「情報センター機能」

としての役割に基づいて学校図書館を活

用していくことや、授業に必要な図書を

計画的に購入することについて、引き続

き各学校に促していきます。 

27 

名古屋市立の学校図書館について指揮し

取りまとめるサポートセンターのような

組織を、将来的には作ってほしい。 

学校図書館の運営方法は、学校ごとの実

状に応じて様々であるため、各学校の司

書教諭は他校と情報交換しながら、学校

図書館運営をすすめています。 

 

図書館に関すること（16 件） 

番号 意見 市の考え方 

1 

「読書バリアフリー法に基づく、障害児

サービスの充実」に、「触る絵本」を追加

してほしい。 

記述を追加しました。計画に例示した資

料をはじめ、「さわる絵本」も含めた多様

な資料の収集に努めていきます。 
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2 図書館を楽しいと思う場所にする。 

子どもたちや保護者をはじめ、利用者の

みなさまが親しみを持ち、楽しんで利用

していただけるような場所となるよう努

めていきます。 

3 紙芝居を出張で廻る。 

図書館でのおはなし会や、学校でのブッ

クトークなどにおいても、プログラムに

紙芝居を取り入れております。今後とも、

子どもたちに楽しんでもらえるような取

組みを実施していきます。 

4 

池下の区役所の建替えに伴い、１F にス

マートライブラリーが作られるとのこと

だが、開館時から指定管理に下さず、長

年にわたる名古屋市図書館司書の叡智・

力をもって工夫を凝らした運営を計画に

入れてくださるようお願いしたい。また、

「スマートライブラリー隣接（同一階）」

のお部屋（おはなし会・簡単な展示・勉

強会に利用）の付設も強くお願いしたい

と思う。 

「なごやアクティブ・ライブラリー構想」

では様々な場所で図書館のサービスを利

用でき、誰もが気軽に利用しやすい環境

を整えることを目指しています。図書館

に限らず、身近な様々な場所で、子ども

が読書の楽しさを知ることができる機会

を増やしていきます。 

図書館における指定管理者制度実施につ

きまして、選書や蔵書の構成は、引き続

き市職員である司書が責任を持って取り

組んでいきます。直営と民間活力を組み

合わせて効率化を図りながら、事業の継

続性や安定性を確保していきます。 

スマートライブラリーでは、複合先の共

用スペースを活用するなど、読み聞かせ

を行う場所や、集会室のような機能につ

いても、様々な形で実現できるよう工夫

していきます。 

5 

計画には、図書館の果たす役割が記述さ

れているが、一方で進められようとして

いる図書館の機能分化、再編計画につい

ては何の記述もない。おはなし会ができ

るスペースを図書館内に確保すること、

子どものための蔵書を充実することが必

要である。子どもの視点から必要な指摘

をすべきである。 

6 

多くの絵本等が、子ども達の手の届く所

にある環境を作っていただきたい。読み

聞かせのできるボランティアの育成と共

に読み聞かせの機会をたくさん作るとよ

いと思う。 

様々な絵本をそろえるとともに、ボラン

ティアを育成し、読み聞かせの機会の創

出に努めていきます。 

7 

障害児向けサービスの充実はぜひ行って

ほしい。加えて障害児も気軽に図書館を

訪れ本に親しめるように拡充してほし

い。 

「読書バリアフリー法」の理念に基づき、

障害のある方にも気軽に本に親しんでい

ただけるよう、より一層サービスの充実

に努めていきます。 
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8 

ボランティアの活動が増えていきそうだ

が、質の高いサービスが行えるよう、直

接の指導と定期的な司書のチェックを行

ってほしい。 

ボランティアの方々に対しては、日々の

活動に関する相談をお受けしたり、連絡

会やスキルアップ講座の開催などを通じ

て、継続的に支援していきます。 

9 

今後公共図書館が指定管理館を増やして

いく中で、ボランティア養成できる人材

の確保、育成をどのようにしていくのか

を示して欲しい。 

ボランティアの養成につきましては、指

定管理館も含めて、司書が実施いたしま

す。また、養成・育成が可能な人材の確

保に努めていきます。 

10 
子どもの前に立つに値するボランティア

をしっかりと養成して欲しい。 
養成講座、ステップアップ講座により、

読み聞かせボランティアを育成していま

す。いただいたご意見は、各種ボランテ

ィア養成講座の実施内容を検討する際の

参考とさせていただきます。 

11 

“ボランティアの協力”という言葉が

度々見られるが、その人材育成のための

養成講座等は早急に始める必要があると

思う。 

12 

自動車図書館の小型化によりジャンルが

狭まり、興味の幅も狭まるのでは。司書

が同乗するのなら読書相談やよみ聞かせ

等の特長のあるサービスをしてほしい。 

小型化により冊数は減少しますが、比較

的新しい蔵書を中心に手に取っていただ

きやすい形で積載するとともに、小回り

の利く展示替えで利用者のニーズの変化

に対応します。司書が同乗する際のサー

ビスについては、出張先の要望等にあわ

せて検討していきます。 

13 

名古屋市図書館ホームページの子どもペ

ージが、文も難しく漢字が多いので、低

学年でも使えるようにしてほしい。 

名古屋市図書館ホームページの子どもペ

ージは、小学校 4 年生を目安にして作成

しています。低学年への配慮につきまし

てはご意見を参考にさせていただきま

す。 

14 

漫画でかかれた本が、導入本のように書

かれている。漫画本はそれだけで価値の

あるものなので、おとしめるような表現

はやめてほしい。 

親しみやすい本の一例として、漫画を挙

げております。 

15 

小学校には、図書館から「としょかんだ

より」が届くが、中学校にも「ティーン

ズ版」が届くとよいと思う。 

現在も一部の図書館から中学校へ図書館

だよりをお送りしていますが、より多く

の方に本や図書館の情報をお送りできる

よう努めていきます。 
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16 

鶴舞図書館の児童室ちっちゃい子の絵本

の棚は子どもの高さになっていて、子ど

もたちが手のとりやすいところにある

が、現在あいうえお順になっており大人

の目線になっている。教委の先生の力が

入ることなく、居心地のいい図書館を望

む。 

子どもたちや保護者をはじめ、利用者の

みなさまにとって利用しやすく、さまざ

まな本に出会える図書館であるよう、引

き続き努めていきます。 

 

推進体制維持・継続に関すること（２件） 

番号 意見 市の考え方 

1 

社会全体で取り組むべき事業であるた

め、マスコミや大手企業、団体をまきこ

む工夫を書き加えてほしい。 

子ども読書活動の推進のためには、様々

機関・団体との連携し取り組む必要があ

ると考えております。様々な場面で活動

にご協力いただけるよう働きかけていき

ます。 

2 

家庭での読み聞かせは、どうやったらい

いのかだけでなく、なかなか時間を取れ

ない現状もあると思うので、図書館や保

育園・幼稚園等地域の協力や広く連携を

取ることが重要だと思う。 

子どもの読書活動の推進のためには、

様々な機関が広く連携、協力することが

必要だと考えております。家庭、地域、

保育所・幼稚園等、図書館等様々な場面

において、連携しながら事業に取り組ん

でいきます。 

 

その他（5 件） 

番号 意見 市の考え方 

1 

一歳児以上の子どもとふれあいの場を作

り、本の楽しさを親子で学ぶ。ポイント

制で通った親子に図書券を配布してはど

うか。 

読書習慣を身に付けるためには、乳児期

からの継続的な取組みが必要であると考

えており、児童館では乳幼児とその保護

者向けのおはなし会を開催する等行って

います。 

ポイント制につきましては、今後の取組

みの参考にさせていただきます。 
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2 

読書への啓発、本の団体貸出、リストの

作成配布、啓発行事等、読書への勧誘は

十分であると思うが、皆で感想を言い合

う、SNS で意見交換する等読書した後の

ケアがないと思うので、そういう仕掛け

があるといいと思う。 

子どもたちが本に親しみ、読書の楽しさ

を感じる機会として、小・中学校では、

「本の帯コンクール」を実施しています。

令和４年度は小中学校合わせて、１５０

を超える学校からの応募がありました。

また、中学校、高等学校ではビブリオバ

トルに取り組んでいる学校があることも

把握しています。引き続き、子どもたち

の読書意欲を高める取り組みを行ってい

くように、各学校に促していきます。 

3 

今後６年間基本となる指針のため、イン

ターネット環境や、SNS と読書との関係

に関する記述が少ないと思う。 

第 4 次計画期間中には、電子書籍の充実

に加え、学校図書館の ICT 環境の整備や、

図書館ホームページや SNS 等での情報

発信に取り組んでいきます。また、従来

は、読書と言えば紙の本を読むことが主

流でしたが、インターネット上に投稿さ

れたネット小説やオーディオブック等、

読書の形態が多様化し、何をもって読書

と捉えるのかが人によって様々になって

いると考えています。そのため、第 4 次

計画の期間中に、読書の捉え方を見直し

ていく必要があると考えています。 

4 

ボランティア、読み聞かせボランティア、

地域のボランティア、地域協力員（AP）、

保護者ボランティア、外部人材等、表現

がいろいろあるため、それぞれ何である

かを定義してほしい。 

「はじめての本との出会い事業の実施」

の「読み聞かせ等の実施」での読み聞か

せボランティアは図書館で活動するボラ

ンティアを、「小学校における活動におけ

る取組み」「中学校・高等学校における取

組み」における地域のボランティアは主

に保護者のボランティアを示していま

す。このように、その文脈に応じて適切

な表現を使用しています。 
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5 

地域ボランティアへの依存が大きいが、

現在、図書館、学校等でのボランティア

はどのくらいいるのか。 

図書館では読み聞かせやおはなし会をは

じめ多数のボランティアにご協力をいた

だいており、令和 3 年度末時点で 1,264

人の方が活動されています。 

各学校におけるボランティアにつきまし

ては、地域や保護者の方など、学校の実

態に合わせて依頼し活動していただいて

いると把握しています。 

 


